
人工湖の水質汚濁機構解明に関する調査研究（第1報）

一萩形ダム、山瀬ダムー

加藤潤 片野登 高橋佐紀子

1 はじめに

秋田県では人工湖8箇所について、環境基

準の類型 (AA及びA)あてはめをしている

が、萩形ダムを初めとして半数の4箇所にお

いて環境基準未達成の状態である。

現在、萩形ダムの水の一部は馬場目川に導

水されており、八郎湖に流入している。八郎

湖は窒素、りんの濃度も高く、富栄養化して

いることから、八郎湖の水質浄化を考えるう

えからも、萩形ダムの水質汚濁機構の解明が

急がれるところである。また、平成3年度に

は新たに山瀬ダムが誕生した。

そこで、人工湖かなぜ環境基準を達成でき

ないか、その原因を解明するために、当セン

ターでは、既存の萩形ダムと新規の山瀬ダム

の水質等の変化について、継続的に調査研究

を行うことにしている。本報では、調査初年

度である、平成4年度の萩形ダム及び山瀬ダ

ムの水質等の調査結果について報告する。

2 ダムの諸元等

萩形ダムは図 1に示したとおり、米代川水

系小阿仁川の北秋田郡上小阿仁村小阿仁に、

重力式コンクリートダムの県営第 1号とし

て、昭和41年に建設された。

このダムの流域面積は86.7回、総貯水量は

1,495万m＼堤高61mであり、小阿仁川沿川の

洪水被害を防除するとともに、杉沢発電所（馬

場目川水系に位置し、最大出力15,500kw:の発

電所）に発電用水を送水しているダムである。

平成4年の萩形ダムから小阿仁川への放流水

量は約3,700万面、杉沢発電所への送水最は

17,600万面である丸

萩形ダム流域のほとんどは、適潤性褐色森

林土で、残りは乾性褐色森林土で占められて

いるが、土層が薄く 2)、下が花岡岩類等3)の岩

盤になっている所が大倉又沢流域で70%、赤

沢流域で40％と多くみられ、小阿仁川及ぴ萩

形沢流城では20％となっている。樹木につい

ては、萩形ダム流城全体で、杉を主体とする
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針葉樹林が20％程度となっており、残りはナ

ラ、イタヤカエデ等の広葉樹林で大部分を占

めている見

一方、山瀬ダムは図 1に示したとおり、米

代川水系岩瀬川の北秋田郡田代町岩瀬に、中

央コア型ロックフィルダムとして、平成 3年

に建設された。

このダムの流域面積は67.2畑、総貯水量は

1,290万m＼堤高62mであり、岩瀬川沿川の洪

水被害を防除し、下流既得用水の補給等流水

の正常な機能の維持と増進を図り、さらに田

代町、能代市に対し水道用水として、かつエ

業用水として東北電）J (株）能代火力発電所

に対して取水を可能にした。また、山瀬発電

所を建設し、最大出力2,lOOkwの発電を行う

ダムである。平成4年のダムからの放流水量

は約16,700万m'（発屯13,100万m¥灌漑その

他3,600万m3)である九

山瀬ダム流域は、 85％か褐色森林土で、そ

のうち適潤性褐色森林上が71%、残りは主に

乾性褐色森林土が占めている（適潤褐色森林

土は、岩神` i川流域で68%、繋ノ沢流域で70%、

内町沢流域で78%)5）。これら、森林褐色土の

下は、流紋岩、凝灰岩、安山岩等になってい

る3)。樹木については、山瀬ダム流域全体で、

杉をt体とする針葉樹林が45％となっており

（針葉樹林は、岩瀬川流域で42%、繋ノ沢流

域で77%、内町沢流域で21%)、残りはナラ、

ブナ筍の）ム葉樹林で占められている叫

3 調査方法

3.1 調査期間

平成 4年の 5月、 7月、 9月、 10月（年4

回）

3.2 調査地点（図 2、3に示す。）

萩形ダム湖内 3地点各3層（表層、中層、
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図2 萩形ダム調査地点
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図3 山瀬ダム調杏地点
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山瀬ダム

下層）

流入河川 4地点（小阿仁川、萩形

沢、大倉又沢、赤沢）

湖内 2地点各3層（表層、中層、

下層）

流入河川 3地点（岩瀬川、繋ノ沢、

内町沢）

調査項目及び分析方法

調査項目及び分析方法は表1に示す。

3.3 

表 1 水質の分析方法

項 目 分析方法

導電率 JIS K0102 13 

透明度 海洋観測指針4.1セッキー板

pH JIS K0102 12.1 

DO JIS K0102 32,1 

COD JIS K0102 17 

NH.+-N オートアナライザー法

N02--N II 

NO3--N II 

T-N 環境庁告示59付表7.1

po43--P オートアナライザー法

T-P 環境庁告示59付表8

クロロフィルa 海洋観測指針9.6

ss 環境庁告示付表6

TOC JIS K,0102 22.1 

CI- イオンクロマト法

Na+ 原子吸光法

K+ 
” 

Ca2+ 
” 

Mg2+ 
” 

調査結果の概要および考察

各調査地点の水質調査結果は、表2~8と

して、本報告の後に示す。
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4.1 透明度

萩形ダムの透明度をみてみると、図 4に示

したとおり 5月が3.20~3.75m（平均3.40m)

（平均2.27と最も高く、

m) となっており、

m （平均1.47m) と最も低くなり、 10月には

2:50~3.00m（平均2.83m)と回復している。

また、地点別の透明度の乎均値をみると、

A地点が2.43m、B地点か2.78m、C地点が

6
 

3
 

4
 

7月は2.10~2.50m

9月になると0.50~2.70

2.26mとなっている。
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（月）

萩形ダムの地点別透明度の経月変化

I 0 

一方、山瀬ダムの透明度は、図 5に示した

とおり 5月が4.50~5.00.m（平均4.75m)、

9月が

7
 月が2.00~2.25m （平均2.13 m)、

1.00~1.30m（平均1.J5m) と徐々に低下し

ているが10月には6・.50m（平均6.50m)

も高くなり、透明度の回復がみられる。
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図5

10 （月）

山瀬ダムの地点別透明度の経月変化
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また、地点別の透明度の平均値をみると、

A地点が3.69m、B地点が3.57mと地点間の

差はみられない。

図4、5からもあきらかなように、両ダム

とも 7月及び9月に透明度が低下している。

これは、 7月は長雨、 9月は 2~ 3日にかけ

台風16号から変わった低気圧に伴う寒冷前綜

の通過による降雨の影響（流入河川の濁りは

1 ~ 2日で回復するが、ダムの濁りの回復に

は、降雨凧にもよるが、数日を要する！）4))て

浮遊物質景（SS)が増加したことによるも

のと考えられる。

4.2 水温

萩形ダムのダムサイトA地点の表層と下層

の水温差をみると、 5月は7.0℃（表層14.5℃、

下層7.5℃)、 7月は13.4℃ （表層21.7℃、下

層8.3℃)、 9月は9.9℃（表層20.2℃、下層10.3

℃)、 10月は1.1℃（表層13.3℃、下層12.2℃)

となっており、夏季に表層と下陪の水温差力

大きくなる傾向がみられる。この傾向はB、

C地点においても同様である。

また、水温の調査結果からB地点に流入す

る河川である小阿仁川及び萩形沢は5月には

表層から中層にかけ、 7、9月は中層に、 10

月には下陪にまで流人していると思われる。

C地点に流入する河川の大倉又沢及び赤沢

については、 5、7月には中層に、 9、10月

には下層にまで流入していると思われる。

一方、山瀬ダムのダムサイトA地点の表層

と下層の水温差をみると、 5月は7.5℃（表層

14.0℃、下陪6.5℃)、7月は13.1℃（表層21.3℃、

下層 8.2℃)、 9月は 12.8℃ （表層21.2℃、

下層8.4℃)、 10月は4.1℃（表層12.6℃、下層

8.5℃)となっており、夏季に表層と下層の水

温差が大きくなる傾向かみられる。この傾向

はB地点においても同様である。

また、水温の詞査結果からB地点に流入す

る河川の岩瀬川、繋ノ沢及び内町沢は各月と

も表層から中層にかけて流入しているものと

思わ九る。

4.3 PH 

平成4年度に実施した秋田県の公共用水域

水質測定テータ（以下環境白書） 6）によれば、

萩形ダムの湖心（表層及びー 5m) における

pHは6.9~7.8で環境基準を満足している。

我々が調査した、萩形ダムのダムサイトA

地点のpHは6.3~7.3（表層平均7.1、中層平

均6.7、下層平均6.6、全層平均6.8)の範囲で

分布しており、中層及び下層で若十環境基準

から外れる値を示すことがある。なお、地点

間による相違はほとんとみられない。

一方、山瀬ダムのダムサイト A地点は酸性

河川である岩瀬川(pH4.7~6.5、平均5.4) 

の流入により、pHが5.9~6.9（表層平均6.7、

中層平均6.3、下層平均6.6、全層平均6.5)と、

やや酸性側に片寄っている。 B地点において

も、同じような値になっている。

4.4 溶存酸本：：： （DO) 

環境白書によれば、萩形ダムの湖心（表層

及びー 5m)におげるDOは8.4~llmg/Qの

値で環境基準を饂足してしヽる 3

我々が調査した、萩形ダムのA地点及び山

瀬ダムのA地点のDOの経月変化を図 6、 7

1こ示す。

これによると、萩形ダムのダムサイトA地

点のDOは、0.5~lOmg/Q（表陪平均9,3mg/-~、

中層平均7.3mg/Q、下屈平均4.5mg/じ、仝層

平均7.Omg/Q)の範囲で分布しており、 7月

の全地点の I‘―層（A地点0.5mg/Q、 B地点

1. 3mg/ Q、C地点1.2mg/じ)及び‘9月のA地点

の下層 (0.7mg/ Q)でDOの著しい滅少がみ

られ心。
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図6 萩形ダムのA地点のDOの経月変化
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夏季の下層において、 DOの著しい減少がみ

られないものと考えられる。

4.5 化学的酸素要求最 (COD)

環境白書によれば、萩形ダムの湖心（表層

及びー 5m)の全層における日間平均値のC

ODの75％値は3.1mgパであり、環境甚準の

1 mgパ以下を大きく上回っている。

我々が調査した萩形ダムの各地点の全層に

おけるCODの平均値をみても、 A地点で

3.3mg/.e,、B地点で2.9mg/.e,、C地点で3.7mg/.e,

と高い濃度となっている。

また、季節別にみると、ダムサイトA地点

の全層平均で5月が3.lmg/.e,、 7月が3.8mg／似

9月が4.1mgパと徐々に濃度の上昇がみられ

たが、 10月になると2.4mg/.e,と最も低い値に

なっている。

流入河川についてみてみると、 B池点に流

入する小阿仁川及び萩形沢のCODの平均仙

はそれぞれl.3mg/Q、l.2mg/Qであり、

点に流入する大倉又沢及び1）ド沢のCODの平

C地

均値はそれぞれ4.Smg/Q、 2.3mg/Qであり、

大倉又沢のCODが高い値を示している。

図7 山瀬ダムのA地点のDOの経月変化

一方、山瀬ダムのダムサイト A地点のDO

は6.0~llmg/Q （表層平均9.6mg/Q、中層平

均lOmg/Q、下層平均8.3mg/Q、全層平均9.5

mg/ Q,)の範囲で分布している。

このように萩形ダムにおいて、夏季の下層

でDOが著しく減少したことは、この時期に

水温躍層が形成され、上層と下層における水

の循環が行われず、また、下層においては微

生物が堆積した有機物の分解を行った結果と

推測される。山瀬ダムにおいては、水温躍層

ダムが稼働して日も浅

いことから、堆積している有機物か少なく、

は形成されるものの、

一方、 山瀬ダムの各地点の全層におけるC

ODの平均値は、 A、B地点とも1.4mg/.(),で

ある。

季節別にみると、ダムサイトA地点の全層

平均で5月が1.0mg/Q、 7月がl.8mg/Q、

月が2.Omg/Qと徐々にi巌度の上昇がみられた

が、 10月になると0.9mg/Qと最も低い値とな

B地点においても同じ傾向かみらっている。

，
 

れる。

流人河川についてみると、 B地点に泣入す

る岩瀬川、繋ノ沢及び内町沢のCODの平均

値はそれぞれ1.7mg/ Q、 l.2mg/e,、 2.lmg/Q

である。
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4.6 窒索、 りん

萩形ダムのダムサイト A地点における表層

の全窒素 (T-N)、全りん (T-P)濃度は

それぞれ0.13~0.48mg/Q（平均0.3lmg/Q)、

0.005~0.026mg/ Q（平均O.Ol6mg/Q)の範囲

で分布している。

また、 B地点の表層のT-N、T-Pの平

均濃度は0.28mg/Q、 0.013mg/Q、 C地点の表

層のT-N、T-Pの平均濃度は0.2、7mg/Q、

0.013mg/ Qとなっており、地点間の相違はほ

とんど認められない。
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蕊 疇 移中層 蕊這

＇これら表層における T-N、T-Pの平均

値を環境基準（本県では湖沼への窒素、

の類咽あてはめをしていないが）に基づいて

区分すると、萩形ダムは窒索、

りん

りんともIII類

型に区分され、多変数富栄養化指数(MTSI: 

Multiparameter trophic state indices)”に

より分類するとダムサイトでのMTSI値が3.3

で翁～中栄養湖に分類される。

また、図 8~10に示したとおり、萩形ダム

においては、夏季の下層で、 T-N、T-P 

濃度に著しい上昇かみられる。そのなかでも、

7月及び9月の萩形ダムのA地点の下層で、

NH4+-NのT-Nに占める割合が38~43%

と高くなっており、 No3--Nについては、 5

月及び10月には0.12~0.13mg/Qの濃度であ

ったが、 7月及び9月には検出されていない。

これは、前に記述したように、 7月の全地点

の下層及び9月のA地点の下附でDOの著し

い減少がみられ、それにともなって底質から

の栄養塩の溶出を誘発し、その結果下層にお

けるT-N（特にNH4+-N)、T-Pの濃度

を大幅に上昇させたものと考えられる。

流入河川についてみてみると、 B地点に流

入する小阿仁川及び萩形沢のT-Nの平均値

図8
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萩形ダムのA地点のT-Nの経月変化
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I 0 （月）

萩形ダムのA地点のNH.+-Nの経月変化

0.07 

蕊表層 窃繹 器樗

10 （月）

図10 萩形ダムのA地点のT-Pの経月変化
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は0.12mg/.(I,、 0.13mg/.(I,、 T-Pの平均値は

0.007mg/ Q、 0.016mg/.(I,であり、 C地点に流

入する大倉又沢及び赤沢のT-Nの平均値は

0.29mg/ Q、 0.25mg/.(I,、 T-Pの平均値は

0.018mg/.(I,、0.007mg/Qとなっている。これら

流入河川のT-N、T-P濃度をダムの濃度

と比較すると、大倉又沢のT-N、T-P、

赤沢のT-N、萩形沢のT-Pがダムと同レ

ベルである。

一方、山瀬ダムのダムサイトA地点の表層

のT-N、T・-pの濃度はそれぞれ0.10~

0.36mg/.(I,（平均0.23mg/.(I,)、<0.003~0.024mg/.(I,

（平均0.009mg/Q)の籠囲で分布している。

また、 B地点の表層のT-N、T-Pの平

均濃度は、 0.2lmg/Q、 0.005mg/Qとなってお

り、地点間の相違はほとんど認められない。

これら表層におけるT-N、T-Pの平均

値を環境基準（本県では湖沼への窒素、りん

の類型あてはめをしていないが）に基づいて

区分すると、山瀬ダムは窒素でIII類型、りん

はI~II類型に区分され、ダムサイトでの

MTSI値は2.2で貧～中栄養湖に分類され

る。
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図11 山瀬ダムのA地点のT-Nの経月変化
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また、図11~13に示したとおり、山瀬ダム 図12 山瀬ダムのA地点のNH+4-Nの経月変化

では中層及ぴ下層において、 T-N、T-P

の著しい濃度変化は認められない。

流入河川についてみてみると、 B地点に流

入する岩瀬川、繋ノ沢及び内町沢のT-Nの

平均値は0.2Qmg/Q、 0.15mg/Q、 O.l7mg/Q、

T-Pの平均値は0.006mg/Q、 <0.003mg/Q、

0.006mg/ Qとなっている。これら流入河川の

T-N、T-P濃度をダムの濃度と比較する

と＇、岩瀬川の T-N、T-P、内町沢のT-

Pがダムと同レベルである。

4.7 クロロフィルa (Ch 1.a) 

萩形ダムの表層のChI.aの濃度は1.0 
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図13 山瀬ダムのA地点のT-Pの経月変化
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~5.2μ g/Qの範囲で分布している。各地点

における表層の平均値は、A地点で3.2μg/ Q、

B地点で2.3μ g IQ、 C地点で2.4μ g IQとな

っている。中層及び下層のChl.a濃度はほ

とんどく0.5μ g/Qである。

一方、山瀬ダムの表）曾の Ch1.aの濃度

はく0.5~1.0μ g IQの範囲で分布している。

各地点における表層の平均値は、A地点で0.7

μ g/ Q、 B地点で0.6μ g/Qである。中層及び

下層のCh1.a濃度はほとんどくo.5μ g IQ 

である。

5 まとめ

人工湖（萩形ダム、山瀬ダム）の水質汚濁

機構解明調査を行った結果以下の知見が得ら

れた。

(1) 萩形ダムの透明度は、 5月 (3地点平均

3.4m)が最も高く、夏にかけ低下するが、

10月には回復している。

一方、山瀬ダムの透明度は、春から夏に

かけ徐々に低下するが、10月には6.5mと最

も高くなっている。

(2) 萩形ダム、山瀬ダムとも、夏季に表層と

下層の水温差が大きくなる傾向かみられ

る。

(3) 萩形ダムのダムサイトA地点のpHは6.3

~7.3の範圃で分布しており、山瀬ダムの

ダムサイトA地点は酸性河川である岩瀬川

（平均5.4)の流入により、pHが5.9~6.9とや

や酸性側に片寄っている。

(4) 萩形ダムのダムサイト A地点のDOは

0.5~lOmg/ Qの範囲で分布しており、 7月の

全地点の下附及び9月のA地点の下層でDO

(0. 5~l.3mg/ Q)の著しい減少がみられ

た。

一方、山瀬ダムのダムサイト A地点の

DOは6.0~11mg／しの範囲で分布している。

このように萩形ダムの下層では、夏季に

DOの著しい減少がみられるが、山瀬ダム

においては、下層のDOの減少はそれほど

でもない。

(5) 萩形ダムの各地点の全層におけるCOD

の平均値は、 A地点で3.3mg/Q、 B地点で

2. 9mg/ Q、 C地点で3.7mg/ Qと高い濃度と

なっている。

一方、山瀬ダムの各地点の全層における

CODの平均値は、 A、B地点とも1.4mg/

£である。

季節別にみると、萩形ダム、山瀬ダムと

も春から夏にかけ濃度の上昇がみられる

が、 10月には最も低い値となっている。

(6) 萩形ダム及び山瀬ダムのダムサイト A地

点における表層のT-N、T-P平均濃度

は、それぞれ0.3lmg/.e,、 0.016mg/Qと0.23

mg/.e,、 0.009mg/ Qであり、それぞれのダム

において地点間の相違はほとんど認められ

ない。

これら表層におけるT-N、T-Pの平

均値を環境基準（本県では湖沼への窒素、

りんの類型あてはめをしていないか）に基

づいて区分すると、萩形ダムは窒素、 りん

ともIII類型に区分され、山瀬ダムは窒索で

III類塑、 りんは I~II類型に区分される。

一方、 MTSIにより分類すると両ダムと

も貧～ 1|l栄捉湖に分類される。

また、萩形ダムにおいて、夏季に下層の

DOか著しく減少し、それにともなって底

質からの栄養塩の溶出を誘発し、その結果

下層における T-N（特にNH4+-N)、

T-Pの濃度を大幅に上昇させ、 しいては

CODの上昇の要因になっていると考えら

れる。

(7) 萩形ダム及び山瀬ダムの表府のChI.a 
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の濃度は、それぞれ1.0~5.2μ g /.(I,、

<o.5~1.0μg/.(I,の範囲で分布しており、

中層及ぴ下層のChl.aの濃度はほとん

どく0.5μg/.(I,である。
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表2 萩形ダム (A地点）水四調査結果

水城名測 定年1斐 il u 水温 導俎串 透IIIl pH DO COD ss T-N NH;-N NO,--N NO,--N T-P PO.'--P Chi.a TOC c1- Na' K' Ca" Mgt 
地点名 ℃ μSiem 疫m mg/! mg/! mg/e mg/e mg/し mg/ Q mg/e mg/! mg/! μgi I mg/e mg/e mg/e mg/! mg/e mg/ e 

--
萩影ダム A杖屈 4 05/25 145 562 375 72 10 37 1 023 012 <O 01 <O、05 0,015 <0,01 48 1.9 7 5,4 03 40 10 

萩修ダム A表附 4 07/29 21.7 63.8 250 73 89 41 I 041 <O 05 く001 く005 0.021 <0.01 30 2、5 7 5 0 05 4,1 l, 2 

萩移ダム Ati.屈 4 09/08 20、2 476 050 70 96 4,7 32 0,48 <O 05 く001 008 0、026 <0.01 28 28 4 39 04 26 08 

ik形ダム A表ki 4 10/08 133 62 0 300 69 87 2.6 <1 0.13 <0.05 <O 01 008 011115 く0.01 2,4 22 6 48 04 36 11 

萩酪ダム 訊喝 4 05/25 95 552 70 10 31 く1 023 0、05 <o,01 0.09 0007 <O 01 0.6 17 7 50 02 37 09 

萩影ダム Al|I層 4 07/29 120 502 64 37 30 5 040 007 <0.01 0、08 0,021 <0.01 く05 2.0 6 40 04 28 09 

萩形ダム AI隋 4 09/08 16.1 49.9 6.7 8.1 3.2 5 026 <O 05 <O 01 Oil 0022 <0.01 05 32 4 40 0,3 2、8 0,8 

秋形ダム A 111/W 4 10/08 121 592 68 74 2,4 I 017 <O 05 <0.01 Oll <O 003 <O 01 <0.5 20 5 4 4 0 4 36 10 

萩杉ダム A下屈 4 05/25 75 45.9 1 0 10 2,6 4 022 <O 05 <O 01 0,13 0.018 <O 01 く05 l,0 6 41 03 31 08 
l ＇ ＇ ＇ '4.3 萩骸ダム A下屈 4 07/29 8.3 536 6,3 05 9 070 030 く001 く005 0043 <0.01 <O 5 19 5 3,5 0.5 3.11 11!1 

萩秒ダム Ar喝 4 119/08 103 60 4 63 07 4. 4 13 0,66 025 <O 01 <O 05 0055 <O 01 10 30 5 38 05 33 Ill 
一一．． 

萩形ダム A下1竹 4 10/08 122 632 68 69 23 1 020 0.07 <O 01 0,12 0 Oll く001 く05 19 5 46 0 4 4 4 11 

表3 萩形ダム(B地点）水閃調査結果

水械名測 定年9斐 月H 水温 導詞串 透朋 pH DO COD ss T-N NH4 +~N N0,--N NO,--N T-P PO,'--P Chi.a TOC c1- Na' K' Ca" Mg" 
地点名 ℃ μS/cm 殷nl mg/e mg/! nlg/ 0 mg/! mg/e mg/£ mg/! mg/! mg/! μg/ e mg/e mg/e mg/e mg/! mg/! mg/し

萩形ダム B表罰 4 05/25 14,5 565 320 11 10 36 1 0.22 0.10 <O 01 く005 0014 <0.01 5.2 19 7 51 0,3 38 10 

iKIりダム 1渇籍1 1 01/29 210 621 220 72 87 43 2 025 く005 <O 01 005 0.012 <O 01 19 25 G 4.8 05 39 II 
'~^~ 

萩移ダム B汲屈 4 09/08 168 543 270 70 94 34 6 050 007 <O 01 009 0024 <O 01 IO 20 5 42 04 29 09 

＇ iHクダム B表附 4 10/08 137 6,1,9 :I OO 69 88 2.7 <1 0 16 <O OS <0.01 008 <O 003 <O 01 10 18 6 49 0.5 39 ll 
＇~一

萩移ダム Brl憎 4 05/25 8,3 557 70 10 27 くI 021 <0.05 <O 01 Oil 0008 <O 01 <O 5 l、l 7 50 0,4 38 09 

iHIiiダム B巾屈 1 07/29 175 53 6 68 75 32 4 034 005 <O 01 008 0,015 <0.01 く05 17 5 4.0 0 5 :1 7 09 

iHクダム B巾屈 4 09/08 162 573 71 11 18 2 022 005 <O 01 0.08 0.010 く001 <O 5 12 6 45 03 33 0.9 
,~ 

萩紗ダム BI|I附 4 10/08 129 610 69 86 22 <1 II 18 005 <0.01 012 11006 く001 <O 5 16 S 45 04 3.ff 10 

iKIクダム B下附 1 05/25 1.3 383 69 10 33 15 0 :11 009 <0.01 010 0045 0,03 08 II 5 35 04 26 07 

＇ 
~. 

萩杉ダム B下附 4 07/29 9.9 520 6 4 1, 3 41 9 0.55 0.15 く001 008 0045 <0,0l <0.5 !.7 5 37 0,5 3.0 09 

iH杉ダム B下屈 •1 09/08 15.8 570 71 8.7 20 2 024 0 05 <O 01 008 0013 <O 01 05 10 5 45 03 34 09 
-- -

荻杉ダム B下櫓 4 10/08 121 671 6.8 86 21 4 0.22 006 く001 0.08 0.007 <O 01 く0.5 11 5 48 05 4、5 12 

:K4 萩JI多ダム (C地点）水）i厄凋究結果

水域名 111 定年11 月［］ 水温 導需串 透明 pH DO COD ss T-N NH.'"N NO,--N NO,--N T-P PO;--P Chi.a TOC Cl Na• K' Cal+ Mg" 
地点名 ℃ μS(cm l丸In mg/e IllI:I i Ing/ t mg/! mg/Q mg/e Iug/ £ mg/! mg/! μg/ e rng/t mg/! mg/e mg/e mg/£ mg/! 

萩形ダム C表櫓 4 05/25 146 56.0 325 7.2 10 3.8 くI 023 009 く0,01 <0.05 0013 <0 01 1.6 18 7 50 03 .I,0 l. 0 

萩移ダム C表附 .1 07/29 20.2 632 2IO 7:l 8,9 5,0 2 0 3:1 <0.01 <O、01 <O 05 0019 <O 01 30 28 6 49 0 5 44 11 
→、-l 

萩移ダム C表IM 4 09/08 202 522 l, 20 7、0 90 49 3 0.38 008 <O 01 010 0,019 <0、01 4.0 2.5 5 46 04 2.9 0.9 

萩形ダム ck屈 4 10/08 183 67,6 250 69 85 21 <I O 17 <O 05 <O 01 0.11 く0003 <O 01 10 2 1 6 5.1 0 4 :1 9 11 

萩彩ダム c,鳩 4 05/25 10.4 54、9 1.1 10 2,8 I 0.20 0.01 <0.01 005 0012 <0.01 0、6 1.6 6 4.6 03 4.0 1.0 
←•一 I , -

紅クダム C巾層 4 07/29 175 515 6,8 71 39 8 0,44 0.05 <O 01 008 0027 <O 01 く05 2 5 5 39 06 39 0 9 

ii形ダム c,|,m 4 09/08 172 53 4 67 18 40 8 032 005 く001 0.11 0、024 く001 <0 5 22 5 4.3 0,4 2,8 09 

＇ ＇ ＇ ~-— トー~ ~ 

＇ 萩形ダム c111榊 4 10/08 130 64 2 6、9 94 26 1 0.23 005 <0.01 0、10 く011113 く0.01 <0.5 1.8 6 5,0 08 1,9 l, 6 

萩杉ダム c躇 1 05/2:i 85 56 6 6!1 9.4 38 4 o:rn <O 05 <O 01 0 ll 0019 <O 01 06 l :I 7 48 03 H 10 
一~ー

＇ ＇ 伐診ダム C下榊 4 01/29 128 600 6.4 12 48 10 0.88 021 <O 01 <O 05 0.058 0.01 l, 4 2.1 5 42 0,6 3.8 I.I 

ik形ダム C卜喝 •1 09/08 165 50.4 68 80 4.1 7 031 0115 <O 01 0.11 0031 <O Ol く05 11 5 4.2 04 29 09 
［ 

秋彩ダム C下榊 4 10/08 12.1 643 6.9 8.2 2,3 く1 0.26 <0.05 <O 01 012 0016 <0.01 0.6 1.8 5 47 04 3、9 l, I 
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表5 萩形ダム（流入河川）水質調査結果

水域名ill 定年度 月B 水温 導電串 pH DO COD ss T-N NH、’-NNO,・-N N&―-N T-P PO,'--P Chi.a TOC Cl― Na' k’ Ca" Mg" 
旭点名 ℃ μS/cm mg/! mg/e mg/I mg/! mg/! mg/e mg/! mg/e mg/& μg/ I mg/t mg/e mg/! mg/f mg/I mg/t 

流大河Ill小阿仁Il| 4 05/25 98 49 5 7 I JO 14 I 0.11 <0.05 <0.01 0.05 0 009 <0.01 <0.5 0.5 5 3.9 0.3 4.0 0.8 

澁・入 lll小肩tJll 4 07/29 16.3 48.3 1.3 9.8 I 8 <I 0.14 <0.05 <0.01 0.116 0.009 <0.01 く0.5 1.1 5 3.7 03 31 0.8 

流入河lll小剛ゴll 4 09/08 15 0 58.6 7.4 10 1.0 1 0,16 <0.05 <0.01 0.06 0008 <0,01 1.2 0.6 5 4 4 0.3 3.6 0,9 

澁入 Iii小阿いl| 4 10/08 11.2 66.8 16 11 09 <l <0.05 <0.05 く0.01 <0.05 く0003 <0.01 0,9 1.0 6 46 02 46 l.l 

流入 II| 萩形沢 4 05/25 96 492 7.2 11 1.7 1 0,15 <0.05 く0,01 0 09 0.015 0.01 <0.5 く0,5 6 4.3 0.2 3.6 0.8 

誇入＇ /II 蓋輝 4 01/沿 14 9 454 72 10 1.8 I 0.18 <0.05 <0.01 0.11 0 020 0、02 <0.5 10 5 3 8 0 4 25 0.7 

流入 lll荻沢 4 09/08 16.6 56.7 7.3 10 <0.5 くI 0.14 <0.05 <0.01 0.10 0.022 0.01 <0.5 0.6 6 4.6 0.3 3.2 1.5 

i位入 llI萩影沢 4 10/08 11 6 64.3 7.5 10 0.9 く1<0.05 く0、05 <0.01 <O 05 0005 く0.01 <0.5 10 5 46 04 3.9 l, 0 

説入1可II|大な又i/{ 4 05/25 145 56、3 1、2 10 4.1 1 0.30 0.11 く0.01 <0.05 0.020 く0,01 1、7 1.9 7 51 03 4 0 1.0 

流入i•J I ↑| 大倉又沢 4 07/29 185 680 72 86 63 <I 0,29 <0.05 く0.01 0 12 0.004 く0.01 <0.5 I 9 8 6.0 0.8 3.4 1.3 

筐入何lll大介又沢 4 09/08 15.l 75.7 71 86 39 くI 0.27 く0,05 <0.01 0.16 0 030 <0.01 0.9 2 5 8 6 6 06 3 8 1.3 

楠人何IIl 麻沢 4 05/25 9.5 66 4 7.2 JO 2.6 <! 0.19 0.05 <0.01 0.12 0.004 <0.01 く0、5 1.2 7 55 03 55 1.1 

泣入jiJ/11 茄i尺 4 07/29 17.0 71.7 7.5 9.4 33 く1 0、22<0.05 <0.01 0 ll 0、006<0.01 <0.5 く05 6 5.6 0, 4 ,5.2 l, 2 

楠入1可II| 赤if{ 4 09/08 16,2 77、l 7, 5 9,6 18 I 018 <0.05 く0.01 012 0013 く0,01 1.2 0 7 7 6 0 0 3 53 1, 2 

詞入河III 赤iR 4 10/08 11.6 813 7.6 10 1、6 <I O 40 <0.05 <0.01 0.09 <0.003 <0.01 <0.5 1.7 7 6.3 0.4 5.7 l. 4 
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表6 山瀬ダム (A地点）水烈調杏結果

水械名 測定 年度 月廿 水温導氣卑 透明 pH DO COD ss T-~ NH!-N NO,―-N NO,--N T-P PO;--P Chia TOC Cl一 Na' K' Ca" I fmMg/ g' ＋ 
地点名 ℃ μSiem 度m mg/e mg/! mg/e mg/! mg/! mg/! mg/1 mg/I mg't μg't mg, t Ing t m,(．¥ 今mgし mg．t ．t  ， 

i海ダム ／＼表屈 4 05126 14 0 47 7 5.00 6.5 9.4 1.l < l (1 2,:I <0 05 <iJ(il 008 リ9J08 < u Ol <0.5 <0.5 4 36 ,,4 1:I og -, 
2. 7 | l. 0 山浙ダム A表附 4 07/28 213 566 2.25 6.1 91 1.9 3 0.27 <O 05 <O 01 008 0004 く001 く05 1.5 3 3.9 0,5 

-.  I 
山瀬ダム A表屈 4 09/07 212 54.0 11111 6,8 9.2 32 4 0.36 0.06 <O Ol l] 12 り024 くり「！l 11 i8 3 4 0 05 27i。,

1ui1!'1ダム A及層 4 l紺20 126; 63.l 6.50 6.8 10 0.8 l [t l O < 0 05 < O Ol り,-,5 <0 003 < O Ol < o.5 ，＇，5 4 4 2 ICIぅ：1:I 12 

Ili涌ダム A9|lM 4 05/26 75 49.2 63 11 10 く1 027 <o os <0.01 0.13 く0003 <0.01 <O 5 <O 5 4 34 04言］□
1!1瀬ダム AI叫 4 07/28 91 573 65 11 17 1 041 (1 09 <O 01 !!’]8 <O C03 < 0、01 <0.5 09 4 1 ; o i)』21 1 1, 

此桶ダム 知聞 4 0叫？ l l o 55.6 6.4 10 1.3 I 02i < 0 05 く001 o l l 8018 <O 01 < 0.5 1.0 4 39 [1 4 ,121 10 

111瀬ダム 訊l屈 4 10/20 116 67.8 59 98 09 6 018 く0,05 <O 01 <O 05 く0.11113 <O 01 く05 <O 5 4 43 06 3.4[ 13 

山瀬ダム A下層 4 05/26 6 5 6 1. 0. 64 10 09 <! 0 26 < 0 05 9: I) 0 l り！4 0]関 ＜〇介l くり．5 ([, 5 5,  2 .: j I! 

り泄ダム A下榊 4 0訊慇 8 2 81 8 6 9 9.3 1.9 l 0 3ト O l',6 < o !)1 008 J I",06 < 0 :il 1.5 0.9 5 U 04 581 I I 

ll灌ダム A下櫓 i 4 09/07 84 978 6.6 6.0 1.5 2 0.35 009 く001 013 0020 <O 01 <0.5 I.I 6 5.6 04 6.7[ 14 
ll涌ダム A下層 4 10/20 8,5 704 64 8,0 [0 l [, 20 ＜1!直5 ,9 O Ol 0 i」9くり003 パli)1 ＜ ：） 5 < i」.5 5 !-, リ今 ● ：） し•,,I 12 

表7 UI瀬ダム (B地点）水質胴査結果

水域名 測定 年度 月[l 水温導堀9¥ 岬 IpH DO COD ss T-N NH;-N NO,—-N No3―-N T-P Po;--P Chia TOC Cl― Na' K' 

Ca' 」]地点名 ℃ ,,Siem 度m mg/i mg!t 咽！！ mg;' m:: {~ muc m;; K mi ．t ． nlg｝り “¢ ] 虚t rng (~ mg ~I. ， mgii mg 

山冊ダム B衷層 4 05/26 142 41.9 4.50 6.6 10 13 <l 020 く005 <O 01 0、08 <0.003 く001 06 <O 5 4 34 03 3 
I I 

山瀬ダム B表俯 4 07/28 202 55.3 21111 66 92 1.9 3 026 005 く0,01 008 0006 <O 01 く05 09 3 ｝り l lヽ← ¥ 

＇ ＇ 
山湘ダム li紺屈 4 09/01 191 50.7 130 6.7 9.4 3 0 3 杓31 ,',⑳ " <I] i.:l 介12 りれ10 く(I(}l l, 6 1.6 3,'H ) 5 9 : OS 

山桶グム B表層 4 I0/20 126 628 6.50 66 10 0.9 1 009 <O 05 <O 01 0.05 く0003 く001 <O 5 <O 5 4 45 05 35 12 
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